
かわさきPARAフェス2017夏 を開催します 

平成２９年８月１日
市長記者会見資料

（※） かわさきパラムーブメント
川崎市では、東京２０２０オリンピック・パラリンピックを契機として、ダイバーシティ（多様性）とインクルージョン

（さまざまな人が自分らしく社会の中に混ざり合えること）の象徴としてパラリンピックに重点を置き、障害のある人など
が生き生きと暮らす上での障壁となっている、私たちの意識や社会環境のバリアを取り除くことや新しい技術でさまざまな
課題に立ち向かう運動、ムーブメントを「かわさきパラムーブメント」と位置づけ、誰もが暮らしやすいまちを目指して、
さまざまな取組を進めています。
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日時 平成２９年８月２０日（日）１０時 １７時

場所 ラゾーナ川崎プラザ ルーファ広場（JR川崎駅直結）

主催等 主催 川崎市、共催 三井不動産株式会社

（観覧・体験等無料）

『 』
川崎市では、一人ひとりが尊重され、能力を発揮することができるまちづくりを進めていくことが
重要であると考え、東京２０２０オリンピック・パラリンピックを契機として「かわさきパラムーブ
メント(※)」の取組を進めています。
この取組を広く市民の皆さまに知っていただくとともに、親しみ、楽しんでいただくことを目的と
した、パラスポーツ体験と音楽ライブ等のイベントをラゾーナ川崎プラザにおいて開催します。

主な内容（抜粋）

● スペシャルステージ
2017年新春大型ドラマ「君に捧げるエンブレム」のモデルとなった京谷和幸氏（車いすバスケ）
と、ドラマに出演した市原隼人氏（川崎市出身）が、「車いすバスケと2020」と題して語ります。

● パラスポーツ体験
ブラインドサッカー、デジタル射撃、ボッチャ、パラ陸上、車いすバスケの５種目の体験ブースを
設けます。パラアスリートから直接教えていただくことができます。
車いすバスケのエキシビジョンマッチでは、地元車いすバスケチーム川崎ＷＳＣと、Ｂリーグ準優勝
の川崎ブレイブサンダースの選手が対戦します。
● 音楽ライブ・パフォーマンス
【清貴】
自身もLGBTの一人であることを告白しており、フジテレビ系列パラスポーツ応援ソング

「MY VICTORY」が、数々のパラアスリートたちに勇気を与えています。
【O.F.F】
意味やメッセージに頼らないダンスを自由気ままに展開するダンスユニットで、メンバーの
かんばらけんた氏はリオパラリンピック閉会式でパフォーマンスを披露しています。

● 展示コーナー
障害者雇用で先進的な取組を行っている市内企業である、日本理化学工業株式会社の協力のもと、

「2020の夢をキットパスで描こう 」と題したお絵かきコーナーや、フェイスペインティング
コーナーなど、小さな子どもたちも楽しめるブースを設けます。
また、英国オリンピック委員会及び英国パラリンピック委員会の協力を受け、東京２０２０大会で

市が事前キャンプを受け入れる英国の紹介ブースを設けます。

その他の取組
●障害があっても働く意欲を実現できる社会づくりを目指した就労体験の取組として、就労を目指す
障害のある方等に、イベント運営スタッフとして参加していただくことを予定しています。
●フジテレビパラスポーツ応援プロジェクト「PARA☆DO 」と連携し、ライブ配信等を実施します。

問い合わせ先
市民文化局オリンピック・パラリンピック推進室 井上
電話 ０４４－２００－２３４７
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